第２２回富山県景観審議会　議事録（概要）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成30年10月22日

14:00～15:30

富山県民会館　701号室
●景観づくりの普及啓発について、大規模行為等について
　「景観づくりの普及啓発」について報告
　「大規模行為、特定行為の届出状況」について報告

　「太陽光発電設備（メガソーラー）の現地調査」について報告
【意見等】

○「景観づくりの普及啓発」に関連して
（委員）

　景観アドバイザーの話について補足をさせていただきたい。依頼者は、ガザニアという多年草を植樹枡に植栽して、道路沿いの景観を良くしようというボランティア活動をしているが、今回、その区域を広げたいということで、アドバイスにうかがった。

　依頼者が活動している場所は、富山マラソンのコースにもなっていることもあり、その時期に花が咲くガザニアをより多く植栽し、マラソン参加者を地域に招きたいということであった。

　
（会長）

　景観アドバイザーの件について、私からも補足する。宇奈月温泉街のサインについてだが次の２点のアドバイスを行った。
　一つは、既存のサインがたくさんあるので、それについての検証をする必要があること、二つ目は旅行者の動線を把握して、どういう回遊性をつくり、どこにサインを作ろうとしているのかを見直す必要があることをアドバイスした。

（委員）

　ふるさと眺望点の見直しの検討案について、大いに賛成である。富山市を除いて県東部のほうが少ないが、いいところはたくさんあるので、もう少し回って見てもらいたい。

（委員）

　ふるさと眺望点として現在指定されている30地点は、いい場所ということだけで30地点指定されているのか。今後は、見るポイント、角度を決めてそれを妨げるものは規制するというものにしなけければ、抑止力が無いのではないか。今後、景観を損ねる建築物等が次々に出てくることに対して規制をかけることが必要ではないか。

（事務局）

　現状はそこまでの規制はしていない。ただ、大規模行為の届出制度や、公共事業による景観づくり制度においては、ふるさと眺望点に影響するかどうかが、一つのチェック項目になっており、眺望点に影響する行為を行う場合は、景観により配慮するように基準に盛り込まれている。また、山林や農地については別の法律等により規制がかけられているため、ご指摘のような状況になることは考えにくい。
（委員）

　私も眺望点の見直しは進めたほうがよいと思っている。ただ、将来的な戦略の足場として位置づける必要があると思う。別の委員の指摘のように、場所を指定しただけでは、確実に守られるという保証がない。眺望点を指定することで、将来どういうやり方でこの風景を守っていくのか、どういう施策、法律などを使って規制していくのかを考えた上で、眺望点の選定をしていくのが有効なのではないか、と考えている。
（会長）

　２名の委員の意見はそのとおりだと思う。将来的にその方向で制度設計をしていただければと思う。

（委員）

　私も眺望点の見直しについては賛成である。

　夜間の眺望なども加えていただきたい。

（会長）

　現行の眺望点というのは景観に親しんでもらおうというスタンスのものだと思う。観光も意識していると思うが、ならば公共交通を一つ軸にして、公共交通で見ることの出来る眺望点というものを考えてみてもいいのではと思っている。
（委員）

　質問だが、景観づくり住民協定事例集は、大学での教材として使えるものであると思うが、配布してもよいか。

（事務局）

　是非使っていただきたい。

（委員）

　教育機関で使うということは、若いうちから、地域での景観づくりに関するマインドを醸成していくという意味もあるので、是非利用させていきたい。

（会長）

　うるおい環境とやま賞のことについて、部会長から制度に対しての意見や、今年の審査に関しての説明があればお願いしたい。

（委員）

　今年から表彰対象を10年以下とするルールを改正し、古いものでも審査の対象とした。

　そのため、古い建築物を利用している場合は、法律を遵守しているかどうかについても議論がおよんだところである。

　個人的な考えではあるが、もっと応募が出てくるように募集の段階での広報活動をより活発にしてもらえればと思う。
●公共事業の景観づくりについて、市町村の動向について、屋外広告物について、空き家対策について
　「公共事業の景観づくり」について報告
　「市町村の動向」について報告

　「屋外広告物の安全対策の取組」について報告

　「プロジェクションマッピング実施マニュアル」について報告

　「田園住居地域内の屋外広告物の取り扱い」について報告

　「空き家対策」について報告
【意見等】

○「屋外広告物の安全対策の取組」に関連して

（委員）

　屋外広告物について、今回パトロールを実施した際に、安全面に対しての指摘だけでなく、意匠等についてもあわせてアドバイスをしているのか。

（事務局）

　今回のパトロールは安全点検ということに絞って、出来るだけ多くの件数を点検できるように実施したものであるため、そこまでは実施していない。ただし、パトロール中に基準に違反する広告物などを発見した市町村は、後日、是正の要請を行っている。

（会長）

　まずは安全確保を踏まえたうえでということになるのではないか。
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